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株式会社エムジー
MITA

IP通信カード D3-IP1の
Interconnected WAN検証の報告

２０２６年度ＭＩＴＡ総会
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株式会社エムジー
MITA専用回線からIP化へ

2026年からIP網への移行が本格化。アナログ専用線サービスが利用できる
猶予はあとわずかです。

 スケジュール 新規申込受付終了：2024年3月31日（すでに終了）
サービス提供終了 ：2029年3月31日

 現 状 既存利用者は、次世代型IPサービスへの早期移行の検討
が推奨されています。

株式会社エムジー
MITA

ＩＰコンバータを使用すれば、“テレメータ機器をそのまま”
アナログ専用回線からIP回線へ変更できます。

専用回線からIP化へ
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株式会社エムジー
MITA専用回線からIP化へ

株式会社エムジー
MITA目 次

１．専用回線からIP化へ

２． IP通信カード D3-IP1のご紹介

３．D3-IP1のInterconnected WAN検証の報告

４．D3-IP1とIPコンバータとの比較

５．D3-IP1の主な設定例

６．FAQ
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株式会社エムジー
MITA

IP通信カード
形式：D3-IP1

主な特長：

 D3-LT1とD3-LT2のコンセプトを継承

 「技術基準適合認定番号」を取得

 送信インターバルを任意に設定可能（10ms～3秒）

テレメータ D3シリーズに実装するＩＰ通信カードを発売しました。

IP通信カード D3-IP1のご紹介

D3-ＩＰ1を使用すれば、“アナログ専用回線カードと交換する”だけで
アナログ専用回線からIP回線へ変更できます。

株式会社エムジー
MITA

D3-LT2D3-LT1D3-IP1項目／形式

専用回線（符号品目）専用回線（帯域品目）IP網対応回線

同左同左1枚カードの幅

同左同左
供給電源回路なし

100-200VAC、24VＤC
供給電源（本体）

形式で選択

同左同左

85～132V AC
170～264V AC

24V DC
110V DC

供給電源（D3電源カード使用）
形式で選択

50bps1200bps（最大）回線の速度に依存伝送速度

ディップSWディップSW
ディップSW

Ｄ３ＣＯＮ（IPアドレスの設
定など）

設定方法

同左同左可
上位通信カード（D3-NC3など）

との組合せ

IP通信カード D3-IP1のご紹介
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株式会社エムジー
MITA

IN OUT INOUT

システム構成例（Before）

アナログ専用回線
帯域品目3.4kHz

符号品目

テレメータ
D3シリーズ（子局）

テレメータ
D3シリーズ（親局）

IP通信カード D3-IP1のご紹介

D3-LT1 及び D3-LT2 D3-LT1 及び D3-LT2

株式会社エムジー
MITA

IN OUT INOUT

IPコンバータ
DT8-1

インターネット回線
(VPN等)

D3-IP1に交換！

システム構成例（After）

D3-IP1に交換！

テレメータ
D3シリーズ（子局）

テレメータ
D3シリーズ（親局）

ONU ONU

IP通信カード D3-IP1のご紹介

ﾙｰﾀ ﾙｰﾀ
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株式会社エムジー
MITA目 次

１．専用回線からIP化へ

２． IP通信カード D3-IP1のご紹介

３．D3-IP1のInterconnected WAN検証の報告

４．D3-IP1とIPコンバータとの比較

５．D3-IP1の主な設定例

６．FAQ

株式会社エムジー
MITAD3-IP1のInterconnected WAN検証の報告

信号を折り返し
INOUT

Interconnected WAN（0.5Mbps）

テレメータD3（子局）
IP通信カード
D3-IP1
（サーバ）

D3-IP1試験のシステム構成

ルータ
ONU

テレメータD3（親局）
IP通信カード
D3-IP1
（クライアント）

ルータ
ONU

データマル
DL8

NTT西日本様ご用意

光 光

RUN接点
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株式会社エムジー
MITA

ルータ
（親局）

ONU（子局）

D3テレメータ（親局）
D3-IP1（クライアント）

データマルDL8
（記録・監視用）

光回線
(IWAN)

ONU（親局）

ルータ
（子局）

D3テレメータ（子局）
D3-IP1（サーバ）

D3-IP1のInterconnected WAN検証の報告

株式会社エムジー
MITA

D3テレメータのカード構成
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子局（スレーブ）

親局（マスタ）

D3-SV4S ：直流電圧4点入力カード

D3-YV4S ：直流電圧4点出力カード

D3-DA16S：接点16点入力カード

D3-DC16S：接点16点出力カード

D3-YV8S：直流電圧8点出力カード

D3-SV8S：直流電圧8点入力カード

D3-PC16AS：パルス16点出力カード

D3-PA16S：パルス16点入力カード

D3-DC32AS：接点32点出力カード

D3-DA32AS：接点32点入力カード

D3-IP1-N：IP通信カード

D3-PS3-K：電源カード

D3-IP1のInterconnected WAN検証の報告
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株式会社エムジー
MITA

検証項目について

 通信異常（通信断）の発生頻度

 伝送量（平均値）

 通信時間（往復）

D3-IP1のInterconnected WAN検証の報告

株式会社エムジー
MITA

検証１：通信異常（通信断）の発生頻度

試験期間（今年1月～現在）、親局のD3-IP1の通信異常（通信断）のRUN接点

通信中はON、通信異常時はOFF（通信タイムアウト発生）を

データマル DL8 で記録し続けています。

現在まで、通信異常は発生していません。

D3-IP1のInterconnected WAN検証の報告
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株式会社エムジー
MITA

（参考）：タイムアウト時間

D3-IP1（親局（マスタ））のタイムアウト時間
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カード構成に関係なく、子局から正常にデータを受信しない場合、（1秒× リトライ回数）秒後にRUN接点が
OFFになります。

今回は、リトライ回数を3回（最初の送信から4秒後※ にOFF）に設定しました。

※初回の通信失敗（1秒）＋リトライ3回（1秒×3）

D3-IP1のInterconnected WAN検証の報告

株式会社エムジー
MITA

D3-IP1（子局（スレーブ））のタイムアウト時間

子局（スレーブ）の場合、コンフィギュレータソフトD3CONでタイム
アウト時間とリトライ回数を設定します。
未通信を検出後、設定した回数をリトライします。

右図は、タイムアウト1.0秒、リトライ回数3回に設定した場合です。

RUN接点がOFFになる時間＝ 1.0×4 ＝ 4.0（秒）

D3-IP1のInterconnected WAN検証の報告

（参考）：タイムアウト時間
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株式会社エムジー
MITA

検証2：伝送量

NTT西日本のクラウド上に通信のデータ容量が記録されます。

データ容量の最大値、最小値、平均値を計測した結果を確認
しました。

コンフィギュレータソフトD3CONで送信インターバル時間を
設定できます。今回の試験では、100ms に設定しました。

D3-IP1のInterconnected WAN検証の報告

株式会社エムジー
MITA

送信インターバル 100ms の場合

親局側のトラフィックのトレンドグラフ

D3-IP1のInterconnected WAN検証の報告

Interconnected WAN

D3-IP1

IN OUT
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株式会社エムジー
MITA

子局側のトラフィックのトレンドグラフ

D3-IP1のInterconnected WAN検証の報告

送信インターバル 100ms の場合
Interconnected WAN

D3-IP1

IN OUT

株式会社エムジー
MITA

平均最小最大IN/OUT日付

20.919.122.4IN
1/18

37.934.640.8OUT

20.919.821.9IN
1/19

37.936.039.8OUT

20.919.821.8IN
1/20

37.935.939.6OUT

20.919.822.5IN
1/21

37.936.040.8OUT

20.919.922.0IN
1/22

37.936.140.0OUT

20.919.023.1IN
1/23

37.934.441.9OUT

親局 子局

平均最小最大IN/OUT日付

36.833.739.6IN
1/18

22.020.123.6OUT

36.835.038.7IN
1/19

22.020.923.1OUT

36.834.838.5IN
1/20

22.020.823.0OUT

36.835.039.6IN
1/21

22.020.923.6OUT

36.835.138.8IN
1/22

22.020.923.2OUT

36.833.440.7IN
1/23

22.019.924.3OUT

IN：NTT → D3、OUT：D3 → NTT の通信量（単位：kbps）

INとOUTの
合計

58.8kbps INとOUTの
合計

58.8kbps

D3-IP1のInterconnected WAN検証の報告
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株式会社エムジー
MITA

（参考）カードの種類ごとの伝送量

伝送量は、実装している入出力カードの種類と枚数に依存します。伝送量は次の通りになります。

D3-IP1のInterconnected WAN検証の報告

伝送量（バイト）種 類

12接点入力16点

18接点入力32点

30接点入力64点

36アナログ入力4点

60アナログ入力8点

117パルス入力16点

伝送量（バイト）種 類

6接点出力16点

6接点出力32点

6接点出力64点

6アナログ出力4点

6アナログ出力8点

6パルス出力16点

●入力カード ●出力カード

総伝送量は、ヘッダ（15 バイト）＋（入出カカードの伝送量）＋フッタ（9 バイト）になります。
さらに、TCP/IP通信にかかる伝送量を加算する必要があり、実際には計算値より多くなります。

株式会社エムジー
MITAD3-IP1のInterconnected WAN検証の報告
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子局（スレーブ）

親局（マスタ）

1回の送信量
309バイト／回

1回の送信量
8,640バイト／回

（参考）伝送量の計算結果
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株式会社エムジー
MITA

IPコンバータ
DT8-1（サーバ）

テレメータ
D3（子局）

テレメータ
D3（親局）

IPコンバータ
DT8-1（クライアント）

② 子局で信号
を折り返し

データマル DL8

検証3：通信時間（往復）

IN

① DL8の内部で作った正弦波と矩形波を
出力し親局へ入力OUT

③ 親局から出力→DL8 に入力

Interconnected WAN

④ DL8で送ったデータと返って
きたデータを記録

D3-IP1のInterconnected WAN検証の報告

株式会社エムジー
MITA

検証3：通信時間（往復）

DL8から親局へ送信したアナログ信
号（1周期が100秒の正弦波）

子局で折り返し、子局からDL8に戻っ
てきたアナログ信号

子局で折り返し、子局からDL8に戻っ
てきた接点信号

DL8から親局から送信した接点信号
(10秒毎にON/OFFを繰り返す)

D3-IP1のInterconnected WAN検証の報告
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株式会社エムジー
MITA

検証3：通信時間（往復：送信インターバル100ms）

送信したアナログ値と接点の状態と戻ってきたアナログ値と接点の状態

以上より、信号が往復する時間は約1秒 という結果になりました。

D3-IP1のInterconnected WAN検証の報告

戻ってきた接点送信した接点戻ってきたアナログ値送信したアナログ値時刻
ONOFF4548.114:00:01
OFFOFF48.1351.2414:00:02
OFFOFF51.2454.3814:00:03
OFFOFF54.4157.514:00:04
OFFOFF57.4860.5914:00:05
OFFOFF60.3163.6314:00:06
OFFOFF63.4266.6314:00:07
OFFOFF66.4969.5514:00:08
OFFOFF69.5272.414:00:09
OFFOFF72.3475.1714:00:10
OFFON75.1577.8314:00:11

株式会社エムジー
MITA

主な検証項目についての結果

 通信異常（通信断）の発生頻度

検証期間から現在まで通信異常（通信断）は発生していません。

 伝送量（平均値：送信インターバル100ms）
親局/子局 IN 20.9、OUT 37.9 kbps / IN 36.8、OUT 22.0 kbps
IN:NTT → D3、OUT：D3→NTTの通信量

 通信時間（往復：送信インターバル100ms ）

折り返して戻ってくるまで 往復 約1秒。

D3-IP1のInterconnected WAN検証の報告

Interconnected WAN

D3-IP1

IN OUT
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株式会社エムジー
MITA目 次

１．専用回線からIP化へ

２． IP通信カード D3-IP1のご紹介

３．D3-IP1のInterconnected WAN検証の報告

４．D3-IP1とIPコンバータとの比較

５．D3-IP1の主な設定例

６．FAQ

株式会社エムジー
MITAD3-IP1とIPコンバータの比較

信号を折り返し
INOUT

IPコンバータ
DT8-1
（サーバ）

Interconnected WAN（0.5Mbps）

テレメータD3（子局）
通信カード
D3-LT1

IPコンバータのシステム構成

ルータ
ONU

テレメータD3（親局）
通信カード
D3-LT1

IPコンバータ
DT8-1
（クライアント）

ルータ
ONU

データマル
DL8

NTT様ご用意

光 光

RUN接点

ツイスト
ペア線

ツイスト
ペア線
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株式会社エムジー
MITA

ルータ
（親局）

ONU（子局）

IPコンバータ
DT8-1（クライアント）

IPコンバータ
DT8-1（サーバ）

D3テレメータ
（親局）

D3テレメータ
（子局）

データマルDL8
（記録・監視用）

光回線
(IWAN)

ONU（親局）

ルータ
（子局）

D3-IP1とIPコンバータの比較

株式会社エムジー
MITA

ルータ
（親局）

ONU（子局）

D3テレメータ（親局）
D3-IP1（クライアント）

データマルDL8
（記録・監視用）

光回線
(IWAN)

ONU（親局）

ルータ
（子局）

D3テレメータ（子局）
D3-IP1（サーバ）

D3-IP1のInterconnected WAN検証の報告
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株式会社エムジー
MITA

DT8-2DT8-1D3-IP1項目／形式

D3-LT2D3-LT1−組合せするモデムカード

50bps1200bps−モデムとIPコンバータ間の速度

24VDC24VＤC
100-200VAC または

24VＤC
供給電源（本体）

（高速）20ms 毎に
約60 byte

（高速）8.3ms 毎に
約60byte構成するI/Oカードの

種類と枚数による
データ送信量

（低速）100ms 毎に
約100byte

（低速）100ms 毎に
約100 byte

（高速）IN/OUT
46.5/47.5

（高速）IN/OUT
87.5/88.4

送信インターバル
100msの場合

IN/OUT
20.9/37.9

データ容量
平均値(親局)

(kbps) （低速）IN/OUT
11.2/12.6

（低速）IN/OUT
14.9/15.2

約30秒（往復）約5秒（往復）約1秒（往復）伝送時間（秒）

D3-IP1とIPコンバータの比較

株式会社エムジー
MITA目 次

１．専用回線からIP化へ

２． IP通信カード D3-IP1のご紹介

３．D3-IP1のInterconnected WAN検証の報告

４．D3-IP1とIPコンバータとの比較

５．D3-IP1の主な設定例

６．FAQ
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株式会社エムジー
MITA

各機器のＩＰアドレス

LAN側
192.168.110.1

ONU ONU

WAN側
192.168.100.2

WAN側
192.168.100.1

LAN側
192.168.10.1

D3-IP（サーバ）

192.168.110.2IPアドレス

255.255.255.0サブネットマスク

192.168.110.1デフォルトゲートウェイ

ルータ ルータ

D3-IP1（クライアント）

192.168.10.2IPアドレス

255.255.255.0サブネットマスク

192.168.10.1DNSサーバアドレス

0.0.0.0デフォルトゲートウェイ

192.168.110.2接続先サーバアドレス

D3-IP1の主な設定例

D3-IP
（サーバ）

D3-IP1
（クライアント）

株式会社エムジー
MITA

接続先のD3-IP1（サーバ）のIP
アドレスを指定

D3-IP1の設定画面（D3CONを使用）

サーバ または クライアントを選択

サーバ側の設定内容 クライアント側の設定内容

自局のIPアドレス

D3-IP1の主な設定例

送信インターバルを設定

35
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一方をマスタ（親局）、他方をス
レーブ（子局）に設定します。

D3-IP1の本体設定

マスタ／スレーブ切替え

D3-IP1の主な設定例

スレーブマスタSW

OFFONSW3-2

株式会社エムジー
MITA目 次

１．専用回線からIP化へ

２． IP通信カード D3-IP1のご紹介

３．D3-IP1のInterconnected WAN検証の報告

４．D3-IP1とIPコンバータとの比較

５．D3-IP1の主な設定例

６．FAQ
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Ｑ１．Interconnected WANで 1対1通信の場合でもルータは必要でしょうか？ONUに直接、D3-IP1を接
続しても構いませんか？

Ａ１．D3-IP1は技術基準適合認定番号を取得していますので、直接接続して頂いても問題ありません。

Ｑ２．D3-IP1の１：ｎの構成において、親局側に複数の光回線を用意する必要はありますか？

Ａ２．１回線で構いません。具体的な構成は次のページを参照ください。

まとめ・FAQ

ONU（子局） ONU（親局）

D3-IP1D3-IP1

株式会社エムジー
MITAまとめ・FAQ

入出力信号 入出力信号 入出力信号 入出力信号

子局１ 子局2 子局3 子局 n

CC-Link

・ ・ ・

・・・・・・

親局1～ n

・・・・

親局1～ n

子局１

ONU

ONU

ルータ

子局2 子局3 子局 n

・ ・ ・ ・

Interconnected WAN

テレメータ専用回線

光1回線

親局1
D3-IP1

D3-IP1

親局2
D3-IP1

親局3
D3-IP1

親局 n
D3-IP1

ONU ONU

ｎ 回線

D3-IP1 D3-IP1 D3-IP1

ルータ

ONU

ルータルータルータ

CC-Link
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Ｑ３．D3-IP1は、今のモデム（1200bps,50bps）がアナログ専用回線で実現している応答性に対して同等で
しょうか？

Ａ３．伝送時間は、次の計算で算出できます。
伝送時間（秒）＝データ量（ビット）÷回線速度（bps）

実装しているカードの種類と枚数に依存しますが、アナログ専用回線より早くなります。

Ｑ４．契約容量（例えば、0.5MB）を超えた通信が発生した場合、どうなりますか？

Ａ４．通信ができなくなる可能性があります。
D3CONで送信インターバルを調整して、契約容量以内に収まるように設定します。

株式会社エムジー
MITA

アナログ専用回線のIP化には、テレメータD3シリーズをご検討ください。

まとめ・FAQ
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ありがとうございました。
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